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閉
経
前
後
の
更
年
期
に
な
る
と
、
全
身
の
働
き
に

大
き
く
関
係
し
て
い
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が

不
安
定
に
な
り
、
身
体
的
、
精
神
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

更
年
期
症
状
が
現
れ
ま
す
。「
年
の
せ
い
だ
か
ら
」
と

あ
き
ら
め
た
り
我
慢
し
た
り
す
る
人
が
い
ま
す
が
、

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
つ
ら
い
症
状
は
「
更

年
期
障
害
」
で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
婦
人

科
医
に
相
談
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
て
更
年
期
を

上
手
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
更
年
期
と
は
、
閉
経
前
の
5
年
間
と
閉
経

後
の
5
年
間
と
を
合
わ
せ
た
10
年
間
を
指
し

ま
す
。
日
本
人
女
性
の
平
均
閉
経
年
齢
は
約

50
歳
な
の
で
、
45
歳
〜
55
歳
く
ら
い
が
更
年

期
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
原
因
と
な

る
病
気
が
な
い
の
に
心
身
に
表
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
更
年
期
症
状
で
す
。

　
更
年
期
の
代
表
的
な
症
状
と
し
て
、
ほ
て

り
や
の
ぼ
せ
な
ど
の
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

個
人
差
が
大
き
い

更
年
期
の
症
状

頭
痛
、
肩
こ
り
、
関
節
痛
、
動
悸
、
冷
え
、

肌
の
乾
燥
、
疲
労
感
な
ど
の
身
体
症
状
や
、

気
分
の
落
ち
込
み
、
不
眠
、
イ
ラ
イ
ラ
、
情

緒
不
安
定
な
ど
の
精
神
神
経
症
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
る
程
度
や
期
間
は

個
人
差
が
大
き
く
、
ほ
と
ん
ど
何
も
感
じ
な
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つらい症状を我慢しないで
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■日本人女性の更年期症状評価表

症　　状
症状の程度
強 弱 無

1. 顔や上半身がほてる（熱くなる）

2. 汗をかきやすい

3. 夜なかなか寝つかれない

4. 夜眠っても目をさましやすい

5. 興奮しやすく、イライラすることが多い

6. いつも不安感がある

7. ささいなことが気になる

8. くよくよし、ゆううつなことが多い

9. 無気力で、疲れやすい

10. 目が疲れる

11. ものごとが覚えにくかったり、物忘れが多い

12. めまいがある

13. 胸がどきどきする

14. 胸がしめつけられる

15. 頭が重かったり、頭痛がよくする

16. 肩や首がこる

17. 背中や腰が痛む

18. 手足の節々（関節）の痛みがある

19. 腰や手足が冷える

20. 手足（指）がしびれる

21. 最近音に敏感である
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更
年
期
障
害
で
受
診
す
る
と
、
ま
ず
、
問

診
が
行
わ
れ
ま
す
。
問
診
で
、「
こ
れ
は
関

係
な
い
」
と
自
己
判
断
を
せ
ず
に
気
に
な
る

症
状
は
で
き
る
だ
け
医
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

今
何
が
つ
ら
い
の
か
、
問
診
に
よ
り
症
状
を

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
治
療
の
基
本
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
、
非

薬
物
療
法
、
薬
物
療
法
で
、
こ
の
順
番
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
生
活
習
慣
の
見
直
し
で
は
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
や
軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
る

だ
け
で
も
、
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
更
年
期
の
女
性
が
運
動
を
す
る

と
、
う
つ
の
リ
ス
ク
が
低
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と

は
、
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
り
す
る
の
で
、
更
年
期
の

生
活
に
は
大
切
な
要
素
で
す
。
階
段
を
使
っ

た
り
、
歩
い
て
移
動
し
た
り
と
、
で
き
る
だ

け
運
動
量
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
非
薬
物
治
療
に
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
よ

く
似
た
作
用
の
あ
る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を

納
得
の
い
く
治
療
で

更
年
期
を
上
手
に
乗
り
切
る

を
刺
激
し
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
余
力
が
あ
る

卵
巣
が
脳
の
刺
激
に
過
剰
に
反
応
す
る
こ
と

が
ゆ
ら
ぎ
の
原
因
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
に
上
下
動
の
ゆ
ら
ぎ
が

出
る
た
め
、
脳
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
て
不
調
が
表
れ

ま
す
。

　
更
年
期
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ゆ
ら
ぎ
に

加
え
て
、
子
ど
も
の
自
立
や
親
の
介
護
な
ど

生
活
環
境
の
変
化
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が
増

え
る
時
期
で
す
。

　
ま
た
、
家
庭
や
職
場
の
人
間
関
係
、
本
人

の
性
格
な
ど
も
複
雑
に
影
響
し
て
精
神
神
経

症
状
も
表
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
更
年
期
障
害
と
気
づ
か
ず
に
ほ
か
の
原
因

を
探
し
た
り
、「
年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

と
あ
き
ら
め
た
り
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け

ず
に
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
重
な
り

悪
循
環
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
更
年
期
症
状
評
価
表
（
20
ペ
ー
ジ
表
）
を

参
考
に
し
て
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早

め
に
婦
人
科
の
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
日
本
女
性
医
学
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

専
門
医
の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

http://w
w
w
.jm
w
h.jp/

）

女性ホルモンのゆらぎが

い
人
も
い
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
ら
い
症
状

に
何
年
も
悩
む
人
も
い
ま
す
。
症
状
が
重
く

て
仕
事
や
家
事
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
寝
込

ん
で
し
ま
っ
た
り
と
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
状
態
を
「
更
年
期
障
害
」
と
呼
び
ま
す
。

　
更
年
期
症
状
の
主
な
原
因
は
、
卵
巣
機
能

の
低
下
に
伴
い
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
）
の
分
泌
量
が
急
激
に
変
動
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す（
左
図
）。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、

脳
か
ら
の
指
令
を
受
け
て
卵
巣
か
ら
分
泌
さ

れ
、
月
経
や
妊
娠
な

ど
の
性
機
能
だ
け
で

な
く
、
皮
膚
や
骨
の

健
康
、
自
律
神
経
の

安
定
、
脂
質
代
謝
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
か

か
わ
る
重
要
な
ホ
ル

モ
ン
で
す
。

　
更
年
期
に
な
る
と

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
量

が
減
る
の
で
、
脳
は

司
令
を
出
し
て
卵
巣

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ゆ
ら
ぎ
で

脳
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
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軽い運動で
症状が改善することも

積
極
的
に
摂
取
し
て
い
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の
低
下
、

骨
密
度
の
増
加
、
肌
の
弾
力
性
の
増
加
な
ど
、

閉
経
後
の
女
性
の
健
康
に
役
立
つ
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
大
豆

加
工
食
品
や
豆
乳
な
ど
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
て
食
事
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
認
知
行

動
療
法
を
受
け
て
考
え
方
や
感
じ
方
を
変
え

て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
治
療
は
、
主
に
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療

法
（
H
R
T
）、
漢
方
薬
、
向
精
神
薬
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
H
R
T
と
は
、
不
足
し

た
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
補
う
治
療
法
で
、
ホ
ル

モ
ン
の
低
下
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
改

善
に
役
立
ち
ま
す
。
飲
む
タ
イ
プ
、
貼
る
タ

イ
プ
、
塗
る
タ
イ
プ
の
薬
で
、
症
状
や
目
的

に
合
わ
せ
て
投
与
量
を
調
節
し
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
量
の
ゆ
ら
ぎ
を
整
え
ま
す
。
　

　
こ
の
治
療
法
は
、
乳
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク

を
心
配
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
正
し
く
用
い

れ
ば
副
作
用
の
心
配
が
少
な
い
治
療
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
更
年
期
以
降
の
動

脈
硬
化
や
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
利

点
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漢
方
薬
治
療
で
は
、「
女
性
３
大
処
方
」

と
も
呼
ば
れ
る
、
当と
う

帰き

芍し
ゃ
く

薬や
く

散さ
ん

、
加か

味み

逍し
ょ
う

遙よ
う

散さ
ん

、
桂け
い

枝し

茯ぶ
く

苓り
ょ
う

丸が
ん

を
中
心
に
、
そ
の
人
の
タ

イ
プ
（
証
）
に
合
っ
た
処
方
を
使
い
、
全
体

的
な
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
向
精
神
薬
（
抗
う
つ
薬
、
抗
不
安
薬
、
催

眠
鎮
静
薬
）
は
、
症
状
の
中
心
が
不
眠
や
不

安
、
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
精
神
面
の
不
調

が
強
い
場
合
に
処
方
さ
れ
ま
す
。
抗
う
つ
薬

に
は
、
腰
痛
な
ど
の
慢
性
的
な
痛
み
の
軽
減

を
期
待
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
更
年
期
障
害
は
、
１
人
ひ
と
り
の
体
質
や

性
格
、
環
境
な
ど
の
背
景
が
異
な
り
、
症
状

の
出
方
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
程
度

日
常
生
活
に
影
響
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
症
状
の
改
善
を
優
先
し
た
い
か
な

ど
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
納
得
の
い
く
治

療
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
閉
経
後
は
、
女
性
の
体
を
守
っ
て
い
た
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
ほ
ぼ
出
な
く
な
る
の
で
、
更

年
期
障
害
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

更
年
期
以
降
に
増
加
す
る

病
気
の
リ
ス
ク

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
（
右
図
）。
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
骨
粗
鬆
症
や
心
血
管
疾
患
が

進
行
す
る
と
、
老
年
期
の
健
康
に
大
き
な
影

響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　
体
の
変
わ
り
目
で
あ
る
更
年
期
は
、
人
に

よ
っ
て
始
ま
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
が
、
心

と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
気
軽
に
相
談
で

き
る
婦
人
科
の
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
定

期
的
な
検
査
を
受
け
な
が
ら
、
更
年
期
以
降

も
健
康
で
快
適
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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　骨粗鬆症は、骨密度が低下して骨折しやすくなる病気です。高齢になると骨折が増えますが、特に女性は
閉経すると骨密度が急速に低下します。骨粗鬆症による骨折を防ぐために、定期的に骨粗鬆症の検査を行い
ましょう。骨粗鬆症の検査は、骨の量（骨量）を調べるために骨密度を測ります。そのほかに、骨の新陳代
謝（骨代謝）の状態を調べる検査やＸ線写真で画像診断します。

　骨密度が低下しているのに治療を受けていない人は骨折しやすい状態です。男性は、寝たきりの状態や、
胃腸・腎臓障害などがなければ 70代から、女性は閉経したら定期的に検査を受けて自分の骨の状態を知り
ましょう。骨粗鬆症のリスクが高い場合は早めに適切な治療を受けることが大切です。

臨床検査ミニ知識（58）

骨粗鬆症の検査

◆骨代謝マーカー
　血液検査や尿検査で骨代謝マーカー（骨吸収
マーカー、骨形成マーカー）を測ります。骨吸
収マーカー、骨形成マーカーのいずれも高い状
態を高骨代謝回転といい、高骨代謝回転では、
骨量は減少する方向に傾きます。今後の骨粗鬆
症のリスクや治療の必要性などを評価すること
ができます。
＊�骨代謝回転とは、骨を壊す働きをする「破骨
細胞」が骨を吸収（骨吸収）し、骨をつくる
働きをする「骨芽細胞」が新しい骨を形成す
るサイクルです。

骨代謝の検査

◆DXA（デキサ）法
　微量のＸ線を使ってほぼ全身の正確な骨密度
を測ることができます。骨粗鬆症の診断には、
腰の骨（腰椎）と大腿骨の値を用いますが、腕
の骨（橈骨）の値も参考にすることがあります。

◆超音波測定法（QUS）
　かかとの骨に超音
波を当てて測定しま
す。Ｘ線被曝がない
ので、子どもや妊婦
にも実施でき、自治
体の住民検診などで
よく用いられます。

骨密度を測る検査

◆胸腰椎単純Ｘ線写真
　主に背骨（胸椎や腰椎）のＸ線写真を撮り、
骨折の有無や骨がスカスカになっていないかな
どを確認します。

Ｘ線写真

　骨密度測定値は、若年成人データ（腰椎の場
合は 20-44 歳、大腿骨近位部の場合は 20-29
歳）との比較で評価します。骨密度が若年成人
データと比べて 80％以上あれば「正常」、
70％以上 80％未満で「骨量減少症」、70％未
満は「骨粗鬆症」と診断されます。ただし、椎
体骨折または大腿骨近位部骨折がある場合は
「骨粗鬆症」、その他の部位に脆弱性骨折（転ん
だり、ちょっとした衝撃で生じた骨折）がある
場合は 80％未満で「骨粗鬆症」と診断されます。
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